
女
性
委
員
が

〝
つ
な
い
で
発
信
〟

こごみ、野蕗、蓬、芹‥‥ 豊
か
な
山
菜
を
学
校
給
食
・
朝
市
へ

「
ド
ロ
ー
ン
の
猟
犬
」が
大
活
躍

鹿・猪の捕獲に成功
カメラ・熱センサーで追跡

京都府猟友会が実証試験 地区別会議で「取り組みたいこと」共有
未来志向でアイデア出し合おう

　 ワ ー ク シ ョ ッ プ 　

舞
鶴
市
農
業
委
員
会

市
外
か
ら
新
規
参
入
を
応
援


３
人
の
担
い
手
が
誕
生

綾
部
市
農
業
委
員
会

「
地
域
に
愛
さ
れ
る
直
売
所
」と
評
判
に


長岡京市　小山　泰弘さん

　
建
築
技
術
職
と
し
て
勤
め
た
京
都

市
役
所
を

年
前
に
退
職
後
、
父
の

経
営
を
受
け
継
い
で
専
業
農
家
に
な

っ
た
小
山
泰
弘
さ
ん
（

）
。
今
里

地
区
の
圃
場
（
約

㌃
）
で
花
菜
、

水
稲
、
直
売
用
の
旬
野
菜
や
果
物
を

露
地
栽
培
し
て
い
る
。

　
当
初
は
対
面
で
販
売
し
て
い
た

が
、
農
作
業
の
時
間
を
確
保
す
る
た

め
自
宅
前
に
自
動
販
売
機
型
の
直
売

所
を
開
設
。
「
朝
採
り
・
新
鮮
・
安

全
な
旬
野
菜
」
を
生
産
し
て
い
る
こ

と
を
掲
示
板
で
発
信
し
、
地
域
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実

さ
せ
て
い
る
。

　
で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
わ
ず
、
手

作
業
で
除
草
し
、
バ
ジ
ル
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を
混
植
し
て
防
虫
対

策
を
行
う
。過
剰
な
作
付
け
を
避
け
、

で
き
た
野
菜
は
最
後
ま
で
採
り
き

る
。不
ぞ
ろ
い
の
野
菜
も
廃
棄
せ
ず
、

お
勧
め
の
レ
シ
ピ
を
付
け
て
販
売
し

て
い
る
。

　
父
が
長
年
続
け
た
花
菜
の
自
家
採

種
を
今
も
続
け
る
小
山

さ
ん
。
直
売
所
の
売
り

上
げ
は
順
調
で
、現
在
、

自
動
販
売
機
の
増
設
も

計
画
中
だ
。

　
（
長
岡
京
市
農
業
委

員
会
）


直
売
所
を
運
営
す
る
小
山
泰
弘
さ
ん
・

寿
美
さ
ん
夫
妻
、

丁
寧
で
親
し
み
や
す

い
ポ
ッ
プ

７６（第３種郵便物認可） ２０２１年（令和年）５月２８日（金）

ド
ラ
え
も
ん
の
鈴
に
岡
田
委
員
の
こ
ご
み
を
使
っ
た

給
食
（
４
月

日
、
本
庄
小
学
校
）

遊休農地を解消し、新規参入者につないだ現場を確認す
る大槻祐紀委員

「ドローンの猟犬」に煙火搭載

シ
カ
８
頭
を
捕
獲
（
福
知
山
市

今
安
地
区
）

　
（
一
社
）
京
都
府
猟
友
会

（
西
村
義
一
会
長
）
は
、
猟
犬

の
代
役
と
し
て
鹿
や
猪
を
追
い

込
む
専
用
ド
ロ
ー
ン
を
開
発
。

今
年
２
月
上
旬
か
ら
福
知
山
市

と
南
丹
市
で
実
証
試
験
を
行

い
、
あ
わ
せ
て
鹿

頭
、
猪
２

頭
の
捕
獲
に
成
功
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
に
は
追
跡
用
の
カ

メ
ラ
と
熱
セ
ン
サ
ー
、
拡
声
器

が
装
着
さ
れ
て
お
り
、
カ
メ
ラ

と
熱
セ
ン
サ
ー
が
鹿
な
ど
を
捕

捉
し
、
拡
声
器
か
ら
猟
犬
の
吠

え
声
を
流
し
て
追
い
か
け
る
。

ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
と
射
手
が
無

線
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
射
手

が
待
ち
受
け
る
地
点
に
追
い
込

む
。
射
手
は
手
元
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で

ド
ロ
ー
ン
の
位
置
を
確
認
し
な

が
ら
獲
物
を
待
ち
受
け
、
猟
銃

で
仕
留
め
る
と
い
う
の
が
基
本

的
な
流
れ
だ
。

　
ド
ロ
ー
ン
の
場
合
、
手
間
の

か
か
る
猟
犬
の
訓
練
や
飼
育
、

活
動
中
の
休
憩
が
一
切
不
要
と

な
る
ほ
か
、
少
人
数
で
狩
猟
チ

ー
ム
を
編
成
で
き
る
た
め
、
狩

猟
者
の
高
齢
化
対
策
と
し

て
も
有
効
と
い
う
。

　
今
回
の
実
証
試
験
の
記

録
は
今
月
中
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

編
集
さ
れ
る
予
定
で
、
来

月
以
降
、
京
都
府
猟
友
会

事
務
局
に
申
し
込
む
と
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
本
年
度
、
府
猟
友

会
に
依
頼
が
あ
れ
ば
現
場

に
出
向
い
て
追
い
払
い
用

ド
ロ
ー
ン
の
飛
ば
し
方
や

追
い
払
い
の
指
導
を
行
う

ほ
か
、
猿
の
追
い
払
い
実

証
試
験
に
取
り
組
む
こ
と
も
計

画
し
て
い
る
。

白糸青葉地区（写真上）と城北城南地区
（同下）のアイデア

農業委員と推進委員による農家アンケート調査票
作成会議

　
舞
鶴
市
農
業
委
員
会
は
、
お

お
む
ね
中
学
校
区
エ
リ
ア
の
市

内
６
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
地
区
別
会

議
」
を
開
催
。
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
「
地
域

の
未
来
を
創
る
ア
イ
デ
ア
」
を

出
し
合
う
活
動
を
進
め
て
い

る
。

　
地
区
別
会
議
で
は
、
参
加
者

が
付
箋
に
「
地
域
で
や
っ
て
み

よ
う
と
思
う
こ
と
」を
書
い
て
、

模
造
紙
に
貼
り
出
し
「
見
え
る

化
」
。
委
員
間
で
共
有
し
、
取

り
組
み
の
合
意
形
成
を
図
っ
て

い
る
。

　
過
疎
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減

少
や
深
刻
な
鳥
獣
害
な
ど
課
題

は
多
い
が
、
「
ド
ロ
ー
ン
活
用

や
草
刈
隊
組
織
な
ど
、
集
落
を

越
え
た
農
作
業
応
援
の
仕
組
み

を
つ
く
り
た
い
」
「
移
住
促
進

や
市
民
農
園
な
ど
、
地
域
外
の

人
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
」

と
未
来
志
向
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
う
。

　
委
員
の
地
域
活
動
に
つ
い
て

も
、
「
ま
ず
は
世
間
話
や
農
家

の
愚
痴
を
聴
く
活
動
か
ら
始
め

て
広
げ
て
い
き
た
い
」
「
地
域

の
実
情
を
把
握
す
る
調
査
が
必

要
」
と
、
前
向
き
に
話
し
合
う

の
が〝
地
区
別
会
議
の
ル
ー
ル
〟

だ
。

　
「
明
る
く
前
向
き
な
雰
囲
気

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
委

員
の
一
体
感
が
生
ま
れ
た
」
と

吉
田
雅
樹
事
務
局
長
。
農
業
委

員
と
推
進
委
員
は
〝
農
業
界
の

民
生
児
童
委
員
〟
と
し
て
地
域

活
動
を
推
進
す
る
意
識
が
共
有

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
農
業
委
員
会
と
市
農
林
課

は
、
昨
年
度
、
市
内
の
農
家

（
約
２
４
０
０

戸
）を
対
象
に
、

「
農
家
・
農
地

調
査
」
を
共
同

で
実
施
。
本
年

度
は
、
地
区
別

に
ま
と
め
た
集

計
結
果
を
も
と

に
、
「
京
力
農

場
プ
ラ
ン
の
話

し
合
い
」
を
農

業
委
員
会
委
員

が
リ
ー
ド
し
、

プ
ラ
ン
実
現
に

向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て

い
く
計
画
だ
。

　
私
が
住
む
伊
根
町
筒
川
地
域

で
は
、春
に
な
る
と
、こ
ご
み
、

野ノ

蕗ブ
キ

、　
蓬
　

ヨ
モ
ギ

、
わ
ら
び
、　
筍
　

タ
ケ
ノ
コ

、

葉
わ
さ
び
、
芹セ

リ

、
三
つ
葉
、
ク

レ
ソ
ン
な
ど
、
手
間
さ
え
惜
し

ま
な
け
れ
ば
「
山
の
食
材
」
に

は
不
自
由
し
ま
せ
ん
。

　
こ
ご
み
は
、
１
株
全
部
の
芽

を
摘
む
と
翌
年
以
降
に
収
穫
で

き
な
く
な
る
の
で
、
摘
む
の
は

最
大
で
４
芽
ま
で
。
野
蕗
も
、

来
年
の
こ
と
を
考
え
て
、
根
を

浮
か
さ
な
い
よ
う
に
採
取
し
て

い
ま
す
が
、
よ
そ
か
ら
来
る
人

に
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
て

大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

　
十
数
年
前
に
筒
川
山
菜
出
荷

組
合
を
立
ち
上
げ
活
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
組
合
員
の
高
齢
化

が
進
み
、現
在
は
自
分
１
人
で
、

町
内
の
学
校
給
食
や
朝
市
に
山

の
恵
み
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
を
聞
き

な
が
ら
山
菜
摘
み
を
し
て
い
る

と
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

　
１
９
１
９
年
の
ス
ペ
イ
ン
風

邪
で
は
、
当
時
筒
川
に
あ
っ
た

製
糸
工
場
の
従
業
員
ら

人
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
慰
霊

の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
丹
後
大

仏
（
筒
川
大
仏
）
に
、
早
く
コ

ロ
ナ
が
収
束
す
る
よ
う
に
願
い

な
が
ら
、
限
界
集
落
で
頑
張
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
（
伊
根
町
農
業
委
員
会
・
岡

田
博
美
委
員
）

　
市
外
の
方
か
ら
「
農
地
を
借

り
た
い
」
と
相
談
が
あ
れ
ば
、

農
業
委
員
会
が
丁
寧
に
対
応

し
、
直
近
の
１
年
間
に

～


歳
の
３
人
が
綾
部
市
内
の
農
地

（
そ
れ
ぞ
れ
約

㌃
）
を
借
り

て
新
規
参
入
。
今
年
か
ら
、
水

稲
、
野
菜
、
花
き
な
ど
の
栽
培

を
開
始
し
た
。

　
こ
の
う
ち
２
人
は
、
大
阪
府

と
滋
賀
県
か
ら
家
族
で
移
住
就

農
し
、
１
人
は
福
知
山
市
か
ら

通
作
し
て
い
る
。

　
新
規
参
入
が
成
功
す
る
秘
訣

は
、
農
業
委
員
会
の
委
員
と
事

務
局
の
連
携
プ
レ
ー
だ
。
事
務

局
が
電
話
相
談
と
面
談
で
希
望

を
丁
寧
に
聴
取
し
、
希
望
条
件

に
あ
う
地
区
の
担
当
委
員
（
農

業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
）
に
連
絡
。
地
元
農
家

の
意
向
に
詳
し
い
委
員
が
貸
借

可
能
な
農
地
を
選
定
し
て
参
入

希
望
者
に
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ

利
用
権
設
定
に
よ
る
貸
借
が
成

立
し
た
。

　
３
人
の
新
規
参
入
を
支
援
し

た
事
務
局
の
大
島
担
当
長
は

「
委
員
と
連
携
し
た
丁
寧
な
対

応
で
、
本
年
度
も
参
入
希
望
者

の
定
着
に
つ
な
げ
た
い
」
と
意

欲
的
だ
。

（
綾
部
市
農
業
委
員
会
）


